
 
 
 
 
 

 
大富士小・中学校教育目標「志をもち 心豊かで たくましく生きる子」 

― 楽しく学び、探究力（問題解決能力）を育む学校 ― ５月号【５月１日発行】  

 

こどもたちの笑顔を増やすために 

－ 学校でのケアリング － 

校長 米津 英郎 

 こどもたち及び保護者の皆様には、大変御心配をお掛けしております。今後もこどものケア

リングを最優先課題として取り組んでいきたいと思います。御理解と御協力をお願い致します。 

こどもたちの笑顔を増やすためには「こどもが学びに安心して参加できる学校づくり」が急

務であると考えます。それは、外側からの制度改革だけではなく内側からの改革です。現在の

取組を以下に示します。 

 

１ 明るく元気なこどもを求めません 

 ・私たちは、明るく元気な姿をこどもに求めてしまいがちです。素直で明るく笑顔で活動す 

るこどもの姿は、私たち大人の憧れでもあります。しかし、現実のこどもたちは、小さく 

脆くこわれやすく社会の歪みや影から大きな影響を受けているように思えてなりません。 

しっとりとした環境の中で、しなやかでさりげない優しさをもったこどもを育てていきま 

す。 

２ カウンセラーによるケアリングを継続します 

 ・こどもたちの心のケアリングを行うために、カウンセラーを積極的に要請しています。こ 

どもたちの様子を見ながらカウンセラーの要請を継続していきます。 

３ 体を動かす活動（遊び）を多く取り入れます 

 ・体を動かすことで心身のリフレッシュを促すことができます。朝の活動や休み時間に運動 

場や体育館で体を動かす活動（遊び）を行うことができるように環境を整えていきます。

児童会と話し合ってルールを決めていきます。 

４ 授業の中に、手遊びやゲーム的要素を取り入れます 

 ・こどもたちの様子に合わせて、こどもたちの集中力が欠けてきた場合には、授業の中に、

簡単な手遊び等を取り入れたりして、気分転換ができるように工夫していきます。 

５ 授業の進め方を工夫します 

 ・一斉に学ぶ活動だけでなく、一人、ペア、グループ等で活動する時間を増やし、さらには、 

活動形態についてもこどもが決めていく授業に変えていきます。 

６ くぬぎ（昨年まではレッツ）学習の自由度を高めます 

 ・くぬぎ学習 20 時間程度（学年・学級によって異なりはあります）をこどもが自由に探究で 

きるように工夫します。人権上の問題がなければ、原則として教員は口を出しません。 

７ 対話による学びを行います 

 ・勉強と学びの違いは、対話の有無です。勉強は何ものと対話しないで遂行されるのに対し 

て、学びは、ひと・もの・ことと対話します。対話の機会を増やしていきます。 

く･ぬ･ぎ･ば･や･し 



 

1 年生を迎える会  

４月 21 日（火）、全校で 1 年生を迎える会を実

施しました。 

この会は、児童運営委員会が中心となり、クイ

ズや呼びかけなどの内容を工夫しながら準備を進

めてきました。上級生が役割を分担し、話合いを

重ねながら一つの会をつくり上げる姿からは、協

働性や対話力が発揮されている様子が感じられま

した。 

迎えられた 1 年生は、大きな声ではっきりと御

礼の言葉を述べ、全校への感謝の気持ちを伝えて

いました。その姿は、思いやりの心と、新しい学

校生活に前向きに取り組もうとする主体性を感じさせるものでした。 

会の最後には、全校で歌った校歌が体育館いっぱいに響き渡り、1 年生を温かく迎えようと

する思いが一体感となって伝わりました。これからも、こどもたちが互いを大切にし、力を合

わせながら学校生活を築いていけるよう、さまざまな活動を通して成長を支えていきます。 

 

なかよしデー 

４月 24 日（金）に、各学年で「なかよしデー」を

実施しました。 

クラス替え後の新しい友達と関わりながら、友達の

輪を広げ、よりよい学校生活につなげることを目的

とした行事です。 

当日は学年ごとに校外へ出かけ、歩きながら友達

と話をしたり、いっしょにお弁当を食べたり、遊び

を工夫したりする姿が見られました。こどもたちは、自分で考えて行動し、友達を思いやり、

協力する中で対話力や協働性を高めていました。 

一生懸命歩き、活動をやり遂げた姿からは、粘り強さも感じられました。なかよしデーは、

友達との絆を深め、本校が大切にしている力を伸ばす一日となりました。 

 

交通安全教室（１年生）  

  ４月 28 日（火）、1 年生が交通安全教室を実

施しました。 

１時間目は体育館でＤＶＤを視聴し、道路の

歩き方や横断歩道の渡り方など、基本的な交通

ルールについて学びました。 

２時間目は外に出て、学校周辺の道路を実際

に歩きながら、安全な歩行の仕方や周囲の様子

を確かめる大切さを学びました。 

この学習を通して、こどもたちは自分の命を

守るだけでなく、周りの人のことも考えて行動する思いやりの心を育むことができました。 

本教室は、交通安全協会の皆様をはじめ、ＰＴＡ見守り部、大富士パトロール隊、交通指導

員の皆様など、多くの方々の御協力により実施することができました。心より感謝申し上げま

す。 

 


